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潜水観察による人工魚礁の実態について－ＸＩＩ

鹿屋市沖合海域の場合

肥後伸夫・吉賀慎二・吉田

竹之下祐二朗・吐師弘

昌志

ＯｎｔｈｅＦｉｓｈＧａｔｈｅｒｉｎｇＥｆｆｅｃｔｏｆｔｈｅＡrtificialReefsastertained
bytheDivingObservation-XII

IncaseofthｅＯｐｅｎＳｅａｏｆｆＫａｎｏｙａＣｉｔｙ

NobioHIGo*，ShinjiYosHIGA*,MasashiYosHIDA*，
YujiroTAKENosHITA＊andHiroshiHAsHI*＊

Ａｂｓｔｒａｃｔ

Ａｓｔｈｅｒｅｓｕｌｔｏｆｔｈｅｏｎｔｈｅｓpotsubmergingobservationsoftheartificialreefcarriedonthe

seafrontofKanoyaCityconfrontingtotheeasternseashoreofthegulfofKagoshima，the

followinginformationswereobtaind．

(1)Thekindoftheartificialreefwasnotedtobeconsistingofconcreteblockreef；small

sizedusedcar；Ｆ,ＲＰ・Ｂｏａｔ；ＰｉｎｅＴｒｅｅ；ｔｈｅｗａｔｅｒｄｅｐｔｈｗａｓ３５～４０ｍ：thelocationwas

fixedattheseabottomwhichwasunevenandsuppliedwithdullinclinedside．

(2)Thespeciesofthefishgatheredaroundtheartificialreefwasasinthefollowing；Horse

mackerel,Ｔγαc伽γz4sノヒzPo”czｨs,Barfacecardinalfish，APQgひ〃ｓｅ”伽eα/z4s，Rockbream，

ＯＰ/eg"αﾉﾉzzfs血scja伽，Crimsonseabream,Ｅｚﾉy""ｊｓｍ加"ｊｃａ：theartificialreefwhich

schooledtheheighestfishgatheringeffectivitywasfixedsuppliedtobetheconcreteblocked

onewithtallheightandaccmulatedintoasortofgrandmass，ａｎｄｗｈｉｃｈｗａｓｓｅｔａｔｔｈｅ

ｌｏｃａｔｉｏｎａｔｗhichthefrontpartwasexcavatedsuddenlyintｏａｓｏｒｔｏｆｖａｌｌｅｙ．

(3)Aroundthesmallsizedusedcar,somegroupofserranidaesp,wasoftenundergathering，

however,otherthanthosewererarelyobserved,thereforetheaptitudeofthemasaartificial

reefwasconsideredtobelefttothefurtherinvestigations．

１．緒 国

鹿児島県の大隅半島中部に位置し,その西部が鹿児島湾に面している鹿屋市の沿岸沖合は，

海岸線が単調で50ｍ以浅の漁場面積が狭いため漁業者の人工魚礁に対する依存度は極めて

高いものがある.今回,北方に隣接する垂水市')に続いて当海域の人工魚礁を潜水観察したの

でその結果について報告する．

＊鹿児島大学水産学部漁具学研究室（LaboratoryofFishingGear，FacultyofFisheries，Kagoshima

University,Kagoshima,Japan）

掌＊深海サルベージ株式会社（ShinkaiSalvageCo.,Ltd）
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2．設置の概要と観察方法

当海域の人工魚礁（魚礁と呼ぶ）は，昭和30年に投入が始まり，現在まで１９個所に設置
されている．魚礁の種類はほとんど１ｍ角及び１．５ｍ角の正六面体角窓付コンクリートブ

ロック魚礁(以下ブロック魚礁と呼ぶ)で，その個数の総計は2090個に及んでいる．最近は，
廃車，廃船，松樹が副資材としてブロック魚礁の周辺に投入されている（Tableｌ)．潜水観

察を実施した魚礁は７個所で，このうち４個所（ＫＫ－１～４魚礁）は古江港沖，他の３個所
（ＫＫ－６～８魚礁）は高須港沖に設置されている（Fig.１)．観察日は昭和57年１２月８～１０

日で，２人のダイバー（吐師・肥後）により１魚礁に２回潜水し，魚礁の形態，付着生物，

埋没，帽集魚等の状態を調べた．また音響測深儀(古野電気製，ＦＵＧ－１１型，略称魚探)及

び海底面超音波探査装置（NEC製，NE-70B型，略称ポトムソナー）により，魚礁と周辺の

海底面の記録を得た．なお各魚礁付近で実施した漁場観測の結果(Table２)をみると，水温
は表層で18.51～18.62.C,水深30ｍ層で18.46～18.55℃であった.但し古江港沖の３点に
おける底水温（底上約２ｍ）は0.4.Ｃ前後の昇温がみられた．

City

邸、侭 ｅＴｏｗｎ

Fig.１ShowingthepositionoftheartificｉａｌｒｅｅｆｓａｔｔｈｅｏｆｆｓｅａｏｆＫａｎｏｙａＣｉｔy、
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１３：５０

Table２．Resultsoftheoceanographicobservation．

ＫＫ－３ Ｄｅｃ、８

ＲｅｅｆＮｏ． Ｄate Ｔｉｍｅ Depth

(、）

Ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ

（℃）

Salinity

（船）

Ｄｅｃ、９

ＫＫ－１ Ｄｅｃ、８．１９８２１１：１５ １
５
１
０
１
７
１
２
１
７
１
２
１
７

３
４
３
５
３
３
３

１８．６２

１８．３１

１８．７３

１８．２４

１８．５１

１８.８４

１８．５８

１８．９８

１８．５６

１８．５２

１８．５１

１８.５１

１８．５３

１８．４８

２８．５４４

２８．５５２

２８．４９５

２８．５５２

２８.６３６

２８．５５２

２８．５３７

２８．９８０

２８．５５２

２８.６３３

２８．５５２

２８．６９７

２８．５５２

２８．６７０

ＫＫ－２
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１３：０５

ＫＫ－７

Ｄｅｃ、９

１５：２８

ＫＫ－４

ＫＫ－１魚礁（Fi９．２，Table３，Ｐｌａｔｅｌ）

昭和45年に投入された１ｍ角ブロック魚礁で，個数は182個，水深38ｍである．魚礁の

形態は30×25ｍの１山型，２段積承である．埋没は魚礁の北部にみられるが，その深さは

30～40ｃｍに達している.魚礁の南側には古網が大量に羅網している.付着生物は大型のフジ

ツポの他ヤギ，ウミトサカの類が豊富に付着している．ブロックの上面には浮泥状の物質が

かなりの量堆積している．

蛸集魚の状態は上層よりマアジ群，イサキの稚魚群，礁上のネンブツダイの稚魚群と夫々

層をなして群泳．このうちマアジ群は汐下に占位，大型魚はホウセキハタ，ワカナ，コショ

ウダイ，モンツキが観察された．

ＫＫ－２魚礁（Fig.３，Table３，Ｐｌａｔｅｌ）

昭和36年から昭和38年にかけて投入された1ｍ角ブロック魚礁で，今回観察したのはそ

の一部の100個程度のブロック群と承られる．

魚礁の形態は50×20ｍの東西方向に長い形をしており，所々に２段積承が承られる．ブ

ロックの個体間隔は最大７～８ｍでかなり分散している．埋没は深さが３０～４０ｃｍで，その

進捗度は魚礁の北西側でやや大となっている．付着生物は豊富で，大型のフジツポでおおわ

れている他，随所に大型のウミトサカやヤギの類を認めた．

蛸集魚の状態は貧相で，ネンブツダイの小群を２段積承の部分に，またホウセキハタやウ

ミヒゴイ等の小数尾を魚礁の周辺に認めたに過ぎない．

ＫＫ－３魚礁（Fig.４，Table３，Ｐｌａｔｅｌ）

昭和５１年に投入された１．５ｍ角ブロック魚礁で，個数は107個，水深は４０．５ｍである．

９：４０

ＫＫ－６

９：４５

3．観察結果

Ｄｅｃ、９ １４《３０

ＫＫ－８ Ｄｅｃ､１０
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魚礁の形態は３段積みの２山型をなし，その最大長は約45ｍである．埋没の深さは魚礁の北

側で約20ｃｍ，その他の部位で約１０ｃｍ・付着生物はフジツポの他ヤギ類を認めている．

帽集魚の状態は中央部の鞍部にネンブツダイの大群，その上層にカタクチイワシとイサキ

の稚魚が夫々小群を形成して占位し，時折下層のネンブツダイ群の中に混在していた．ネン

ブツダイ群の下方の礁上にはウマヅラハギ群が３群に分かれて群泳，この他礁上及び礁内に

ホウセキハタ，コショウダイ，イラ，モンツキ等の大型魚をかなりの尾数認めた．

ＫＫ－４魚礁（Fig.５，Table３，Platell）

昭和３１年から３年間に亘って投入された１ｍ角ブロック魚礁で,当市沖合の魚礁群の中で

最も歴史が古い．ブロック個数201個，水深は38ｍ・魚礁投入後，周囲にハマチ養殖場の生

費が相次いで設置されたため，現在では養殖場の中央に位置する形となった．魚礁の形態は

４段積承の２山型で，底面は略楕円形をなしている．この他魚礁の東側に長さ５～６ｍと約

１２ｍの沈船３隻が，また北側には松樹が夫々設置されている．埋没はふられないが，魚礁の

周辺は軟泥におおわれており，魚礁全体が若干盛り上がっているような形となっている．付

着生物はフジツポが豊富にみられた．

蛸集魚の状態は礁上より５～６ｍの高さまでマアジの大群が群泳,礁上付近にはネンブツ

ダイの稚魚群と体長２５～30ｃｍのイシダイ群，ブロック魚礁の北方には礁より若干離れて体

長４０～45ｃｍのチダイ群が夫々占位していた．

ＫＫ－６魚礁（Fig.６，Table３，Platell）

高須港沖の水深36ｍに設置されているこの魚礁は，昭和43年投入の１ｍ角ブロック魚礁

と昭和56年投入の1.5ｍ角ブロック魚礁より形成されている．１ｍ角ブロック魚礁は２段積

象で最大長18,,1.5ｍ角ブロック魚礁は３段積承と１段の２群に分かれている．これらの

ブロック魚礁の西方には，松樹を付加した小型車３台が設置されている．埋没の深さは１ｍ

角ブロック魚礁で約40ｃｍ,1.5ｍ角ブロック魚礁で約20ｃｍを示している．付着生物は１ｍ

角ブロック魚礁にフジツポ，ウミトサカ，ウミシダ，1.5ｍ角ブロック魚礁にフジツポが夫々

承られた．

帽集魚の状態は１ｍ角ブロック魚礁にネンブツダイ及びイサキの稚魚群，1.5ｍ角ブロッ

ク魚礁にはイサキ，イシダイ，タカノハダイ，ウミヒゴイ，イラ，マハタ等が，また魚礁周

辺には体長約１５ｃｍのチダイ群が夫々承られた．しかし小型車には魚群はほとんど観察され

なかった．

ＫＫ－７魚礁（Fig.７，Table３，Platell）

昭和56年の設置で水深３７，，１．５ｍ角ブロック134個よりなる．魚礁の形態は約10ｍ離

れた２つの群より形成されている．東側の群は３段と４段の２山型，西側の群は１段の小さ

い規模のものである．埋没は15～20ｃｍで半壊状のブロックが多い．付着生物は小型のフジ

ツポのみ．ブロックの上面には浮泥状の物質が薄く堆積している．

蛸集魚の状態はネンブツダイ群とその上層の体長１０～15ｃｍのイサキの大群が礁上の空

間の大半を占位している他，礁付近にカゴカキダイ，コショウダイ，イシダイ，ホウセキハ

タ，イセエビ等を数多く観察した．

ＫＫ－８魚礁（Fig.８，Table３，Platell）

潜水観察した魚礁の中で最も南方に位置し，廃車，廃船，松樹よりなる．廃車は昭和５５年



Ｆｉｇ．２

234

SchematicgatheringconditionaroｕｎｄｏｆＫＫ－１ｒｅｅｆ
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小型車３５台，昭和56年小型車４５台，マイクロバス１台，廃船は不詳，松樹は毎年１０月，

長さ約５ｍ,径約12ｃｍのもの200本を夫々投入している.魚礁の形態は１個所に山積象され

た約60台の廃車群と，この群より１０～40ｍ離れて分散している約１０台の廃車群よりなっ

ている．また廃船はＦ・ＲＰ船で上記の廃車群の東方に存在している．この廃船より廃車群に

かけて大量の網が捨てられている．

帽集魚の状態はクロダイ群の他カゴキダイ，ホウセキハタを認めたが，他の魚礁に比べそ

の帽集密度は低い．
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Fig.１ORecordsofLheBottomSonarabout

theartificialreefs．

４．音響測深儀の記録（Fig.９，Fig.１０）

魚探の記録によると，魚礁周辺の海底地形は場所によってその様相がかなり異なっている．

比較的平坦なものとしては高須沖のＫＫ－７，８魚礁があげられるが，いずれも近くに２～

３ｍの水深差を有する凸部が存在している．この他古江沖のＫＫ－２魚礁も比校的平坦であ

るが，東方の至近距離にあるＫＫ－ｌ魚礁とは約１０ｍの水深差がある．またＫＫ－１，３，

４魚礁は至近距離に水深差４～５ｍのかなり大きな起伏部を有している．魚群の反応は古江

沖の魚礁群で顕著にふられたが，その魚種はアジであった．

一方，ポトムソナーの記録によると，各魚礁共平面的な形態を比較的鮮明に捉えているよ

うである．潜水観察の出来なかったＫＫ－ｌ魚礁は東西に長い形で３群に分散，その最大長は

約１００ｍである．ＫＫ－２魚礁はブロックの分散が大きく，その範囲は６０×４０ｍに及んでい

る．また東方の陸岸側には天然礁が記録されている．高須沖のＫＫ－７魚礁では北方に長さ約

40ｍの緩やかな傾斜面を持つ凸部が存在し，またＫＫ－８魚礁では廃車が広範囲に分散して

いることがわかる．
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